


特集：糖尿病について

糖尿病とは血液中のブドウ糖（血糖）が高く

なる病気です。原因は膵臓から分泌される血

糖を下げるホルモン・インスリンの作用不足

です。自己免疫が原因の１型糖尿病と、生活

習慣などが原因で発症する2型糖尿病があり、

ここでの糖尿病は２型糖尿病のことを意味し

ています。

糖分を含む食べ物は唾液や消化酵素でブドウ

糖に分解され、小腸から血液中に吸収されま

す。食事によって血液中のブドウ糖が増える

と、すい臓からインスリンが分泌され、ブド

ウ糖が筋肉などに送り込まれエネルギーとし

て利用されます。そのため「インスリンの作

用不足」が起こると、血液中のブドウ糖を上

手に処理できなくなり、血糖値の高い状態が

続くようになります。

「インスリンの作用不足」には２つの原因があ

ります。１つは、すい臓の働きが弱くなりイ

ンスリンの分泌量が低下するため（インスリ

ン分泌低下）、もう１つは肝臓や筋肉などの組

織がインスリンの働きに対して鈍感になり、

インスリンがある程度分泌されているのに効

きにくくなるため（インスリン抵抗性の発現）

です。糖尿病では体質以外にも、肥満や運動

不足や食べすぎといった生活習慣の乱れが、

「インスリン分泌低下」や「インスリン抵抗性」

の発現を引き起こすと考えられています。

　　糖尿病の人はどのくらいいるの？

平成９年の糖尿病実態調査によると、「糖尿病

が強く疑われる人」の 690 万人と「糖尿病

の可能性を否定できない人」の 680 万人を

合わせると、全国に 1,370 万人いると推定

されています。でも、糖尿病で治療を受けて

いる人は約 212 万人（平成 11 年患者調査

による総患者数）しかいません。糖尿病はは

じめのうち、痛みなどの自覚症状がありませ

ん。検査で血糖値が高かったり、治療が必要

といわれたことがあっても、そのまま治療を

受けない人が多いことが予想されます。

　　

合併症が起こります。体のなかで最も高血糖

の影響を受けやすいのは末梢の神経と細い血

管です。そのため糖尿病では足の神経、目の

血管、腎臓に障害があらわれてきます。それ

が進行すると、足の感覚が鈍くなったり、失明、

透析など社会生活に大きな支障をきたす恐れ

が出てきます。

糖尿病ってどんな病気？

糖尿病を放置するとどうなる？糖尿病を放置するとどうなる？






